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に含まれていた患者 71名を除外した 103名を最終対象患者 (平均年齢 ‥57.7歳,男/女 ･.50
/53名,義歯装着時の平均残存歯数 :19.1本)とした｡
Ⅱ･評価方牡 ‥残存歯の予後調査は,①口腔内すべての残存歯,②欠損部の隣在歯,③欠損部




























度 :3.44:p-0.04), ｢男性であること｣ (相対危険度 :2.12:p-0.02)が残存歯を
喪失させるリスク要因であった｡また,隣在歯を対象とした場合は ｢男性であること｣
(相対危険度 :4.76:p-0.02)のみがリスク要因として抽出されたが,対合歯を対象と
した場合では今回抽出した7項目からリスク要因を見つけることはできなかったO
【考察】
診療録ベースの 10年間の後ろ向きコホート研究の結果,連続 4歯以上の欠損を有する
多数歯欠損患者では,インプラント義歯で補綴した方が可撤性部分床義歯よりも残存歯を
喪失しにくいことが明らかとなった｡本研究で遂行した全数調査によるコホート研究は,
多変量解析を用いることで,ベースライン特性の補正を行い,内的妥当性が高い結果を導
くことができる.しかし,一方で後ろ向き調査であったがゆえ,今回抽出できなかった交
絡因子を加味できないという問題もある｡今後は,術前の歯周状態,唆合力,校合様式,
喫煙習慣といった残存歯の予後に影響を与えると思われる因子を追加抽出し,さらに妥当
性の高い統計モデルを構築したいC
